
私

案

集

　

一

　

号

専
決
処
分
忙
　
つ
　
い
て

地
方
卓
漁
法
(
暗
竺
十
二
年
法
律
簾
六
十
七
号
)
簾
百
七
十
九
条
竺
項
の
規
定
や
基
づ
き
'
別
紙
の

と
雷
専
決
琴
芝
し
た
の
で
､
同
条
撃
l
一
項
の
規
定
紅
よ
り
･
こ
れ
を
本
義
会
誌
曹
し
て
柔
幕
を
求
め

る
｡

平
成
元
年
一
月
二
十
日

三

朝

町

長

　

　

安

　

田

　

其

　

1

　

却

手
札
気
早
弓
手
1
､
g
　
原
案
可
決

三
朝
町
畿
金
蔵
長
安
井
由
符



専
決
第
　
五
　
号

専
決
　
処
分
者

地
方
岳
治
績
(
暗
和
二
十
二
年
法
律
革
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
､
三
朝
町
税

条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
七
に
つ
い
て
'
次
の
と
お
り
専
決
他
分
す
る
｡

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
三
十
日

三

　

朝

　

町

　

長

安

　

　

田

　

∵

真

　

一

　

郎

′
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分 啗驢｢�分 

:の 抱,ﾇ��の~ 
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三
朝
町
条
例
第
三
十
l
号

三
朝
町
税
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
税
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
十
八
号
)
の
l
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
五
十
三
条
の
四
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

別
表
第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡



一一　別表第3 (附則第9条関係)

退収所得に係る町民税の特別教収税額表
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∫.慧規筆紫雲幾軒 刹� 

_李.-~上 �-冷靹���

~適職所得蜘連除故■rJ 刹� 
･一の適職手当等め食餌. 
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＼ミこJ･
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他)との炎においてr退職所得捷徐餌蛙除故の過職手当等の金紋｣とは･

退職手当等の金額から退職所舟捜徐81を捷除した最前をいう.



(儀考)榊を求めるには､まず.過職所舟餅gt蛙除故の逢坂手当等の金gtを

求め､次に､その金gtに応じて棚舟撞旅胡獲冷色の丑職手当等の金8Uq.

中萩当する行を求もるものとし､そや行のr我gU損にZa載されてい一る金gtが･

その求める溌坊である.との壌せ串料･て､脚捷除卿故の退職手当

等の金徹が8JOOOPO恥はの納脚着の退職所舟捜除舶掩故の過鮮当等

の金銀の乏L舟の1に相当する食餌にLDOO円兼漬¢増血かあるとき性,その繊数

の金餌に2な乗じて計算し恵金萩を適職柵撞持前蛙持故の退職手当辞の金萩か

ら耕t;細の金批過脚姓繰棋捷拝め退職由等の義政ともなすもの
とし､そ0納畿義務者0溌gtに10Q円乗積や嬉妙!あるとさは､これを切り絵て

た複をもってモ0求8-る我概とする.
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附

　

則

第
1
華
　
こ
の
条
例
は
､
昭
和
六
十
四
年
十
月
1
8
か
ら
施
行
す
る
｡

弟
二
条
　
改
正
後
の
三
朝
町
税
条
例
集
五
十
三
条
の
四
及
び
別
表
第
三
の
規
定
は
'
.
表
和
六
十
.
申
年
7
月

一
日
収
後
忙
支
払
う
べ
き
退
畿
手
当
等
(
同
条
例
第
五
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
退
収
手
当
等
を
い
う
｡

以
下
同
じ
｡
)
に
係
る
所
得
朝
に
つ
い
て
適
用
し
'
同
t
z
l
前
に
支
払
う
べ
き
退
収
手
当
等
に
係
る
所
得

朝
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡
.


